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鰐砦『さくらサイエンスプラン』表情と感激
都立戸山高校の活動報告

謁慧管姦幣

文　教　ニ　ュ　ー　ろ

さくらサイエンスプランを活用した海外の高校生との交流ssH事業の指定受ける本牧は平成16年度に都立高枚として初めス
ーパー･サイエンス･ハイスクール　(ssち)　の指定を受けました｡今年度は弟3期の2年目にあた-ます｡この10年間でssH事業の中身を進化させてきましたが'昨年度に弗3期の指定を受けてからは､本牧のミッションである｢国際社会で活躍できる人材育成｣という観点から､海外の研究者にサイエンスメンターとして協力してもらうなどの国際化を推し進めてきました｡

本牧のssH事業の国際化の具体的な方法
は次の3つから構成されています｡

まず'海外の研究者にサイエンスメンター

として協力してもらいt I年生が研究テーマ

を設定する段階から､国際的な視野に立った課題発見に関してアドバイスをもらえるようにするシステムの樟集です｡これはアメリカの大学との連携で可能にしています｡

次に'研究発表の場を海外に求めるという
ものです｡ISP]Fのような国際的な研究発表の場に参加することを究庵の日額として'海外研修の訪問先である高牧や大学において研究発表する時間帯を設けてもらっています｡これは専門家ではない普通の学生たちに英語で説明をする力の育成が国際的に通用するプレゼン能力の育成につながると考えているからです｡

最後に'海外の高放生との交流の境横と頻
度の拡張を図ることです｡この点に関しては'次の2つの課露があ-ました｡

1つは.海外研修に参加すれば長時間の交
流ができますが'参加者数が限られてしまうということ｡もう1つはー姉妹校などが本校を訪問して-れた場合には､費用がかからずに本牧生徒に交流する秩会を碇供できますが､来放して-れる先方の高枚生の人数には限りがあるということです｡これらの課題に直面していたときに出会ったのが｢さ-らサイエンスプラン｣です｡

天野先生のご講義を海外の生徒たちと一緒
に聴講

さくらサイエンスプランでは1　100名近

▼

平成27年10月26B (月曜日)

校長室で天野先生を匪んでのランチ
い海外の高校生を一時に招いてノーベル賞級の研究者の講演を聴-際の会場や来日した学生の相手をしてくれる高放生を募集していました｡本校ではssEの全国大会にSSHクラスの生徒160名で参加していましたが､今年度は会場が大阪になった関係で160名全員が参加することができなくな-ました｡そのときに､前述のさ-らサイエンスプランでの会場の募集を聞きつけ､早速申し込みました｡
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日蓮調整などを経て､全国大会のある時期

に､本故に台汚とブルネイとインドネシアの生徒を迎えて､天野発生の辞務を一緒に聴き'交寵を捧つことができることになりました｡
準備として'会場の下見などをしてもらい

ましたが､交流の充実といJユ視点から､来日する生徒たち70名を2名ずつのグループにし､本牧生徒70名も2名ずつのグループにし､それぞれのグループを合わせて1日をともにする4人グループをつ-ることにカを注ぎましたQ

ノーベル賞受賞者として天野先生をお轟き
することになり'失礼のないように港傍を進めていきましたが､事故奇堂での天野先生の美希でのご誇痕を海外の生徒たちと一緒に聴くことは本故生徒にとり'大変に貴重な経験になりました｡英語の流暢さだけでなく､横塵飴に質問する姿勢や質問の中身の書円性の高さに大いに剰敦を受けたようです｡

生鑓どうしは次のランチタイムになって打
ち解けてきたようでした｡打ち解けてしまえ

ば青葉の壁はまったく感じないものでした｡文化の違いも理解して本牧の生徒たちはお弁当を持参していましたので､日本のお弁当文化を海外の生徒たちに紹介しているグループもありました｡

午後は]籍に科学実巌を体験してもらいま
した｡化学は濃度の革っ食塩水を2つ渡し､温い方を3つ以上の方法であてるとい､つ央故を相訣して行い'行った実験を全体にプレゼンするというものでした｡物理は相談してより遠くまで飛ばせる飛行横をつ-るというものでした｡また生物は､校庭の土にいる生物を分類する作業をして発表し合うというもので'どれもかなりのコミュニケーション能力を必要とするものでしたが､括発に意見蔓をして嬉々として実験などを行っていました｡

異境での交流を経て最後はそれぞれの国や
学枚の紹介をしてもらいました｡最初のぎこちなさは,Sえ､海外の生徒の顎極性に利敵を

いう英薄で交乾しやすい場

蔭準蛸
実験器具を使っての生物実験共同で進めた化学の集魚

酢閣扇｡
銑飛行硬の飛ぶ原理を乱明つという間に打ち解けて交党する生徒たち

面を経て､最後にはおどけて他国の生徒たちと一緒に舞台に上る本牧生徒も出てきました｡

また'この閉

会式の特徴は本牧生徒の遺骨によるというものです｡英寓が得意というわけではありませんが､海外の生徒との交龍の荘験を苛み重ねて来た事故生徒たちが'英語での閉会式.の運営していたことは生徒たちの成長を確故できる出来事でした｡

このように生
徒たちが成長できたのも､さくらサイエンスプランなどの企画.があるからに他ならないと強く感じています｡食後にはわかれを惜しんで'会場のあちらこちらで交流の幹ができていました｡


